
会
議
の
状
況

■
日
時
・
場
所

日
時

：
平

成
２
７
年

１
１
月

３
０
日

（
月

）
１
５
：
０
０
～

１
７
：
０
０

場
所
：
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ス
ク
エ
ア

オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
５
Ｆ
（
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
）

■
構
成
員
か
ら
の
主
な
意
見

（
北
経
連

久
和
会

長
）

産
業

、
観

光
、
防

災
、
環

境
保

全
に
つ
い
て
は

、
い
ず
れ

も
必

要
不

可
欠

で
、
人

的
、
物

的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
中
部
圏
と
北
陸
圏
の
南
北
軸
が
強
固
に
な

る
こ
と
で
、
両

地
域

の
特

徴
あ
る
も
の

づ
く
り
企

業
の

連
携

は
さ
ら
に
活

発
に
な
る
。

防
災

の
連

携
に
つ
い
て
は

、
常

時
か

ら
行

っ
て
い
な
け
れ

ば
、
災

害
時

に
う
ま
く
い
か

な
い
。

南
北

軸
の

イ
ン
フ
ラ
が

整
備

さ
れ

る
こ
と
で
、
常

時
の

人
の

流
れ

が
変

わ
り
、
災

害
時

に
も
効

果
を
発
揮
し
て
い
く
と
思
う
。

今
後

と
も
地

方
創

生
に
向

け
て
、
中

部
圏

と
と
も
に
進

ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（
中
経
連

三
田
会

長
）

ひ
と
づ
く
り
の

連
携

が
あ
っ
て
も
よ
い
と
考

え
て
い
る
。
国

内
で
い
か

に
人

口
を
増

や
し
、
質

の
高

い
人

材
を
育

て
て
い
く
か

と
い
う
点

に
つ
い
て
は

、
も
っ
と
連

携
し
な
が

ら
議

論
す
る
必

要
が

あ
る
と
考
え
る
。

方
向
性
を
し
っ
か
り
と
確
立
し
進
め
て
行
く
た
め
に
は
、
連
携
と
い
う
言
葉
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

る
。
こ
れ

は
北

陸
と
中

部
の

連
携

、
産

業
界

の
連

携
も
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が

、
県

域
や

市
町

村
域
を
越
え
た
連
携
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
思
う
。

今
後

、
様

々
な
形

で
北

陸
と
中

部
の

連
携

を
こ
の

合
同

報
告

書
を
も
と
に
進

め
て
い
た
だ
き

た
い
。

「
北
陸
圏
・
中
部
圏
広
域
地

方
計
画
合
同
協
議
会
」
開
催

（
Ｈ
２
７
．
１
１
．
３
０
）


平
成
2
7
年
8
月
閣
議
決
定
の

「
新
た
な
国
土
形
成
計
画
（
全
国
計
画
）
」
で
、
北
陸
圏
・
中
部
圏
は
、
交
通
基
盤
整

備
の
進
展
に
よ
り
日
本
海
か
ら
太
平
洋
に
わ
た
り
地
域
の
一
体
感
が
強
ま
り
つ
つ
あ
り
、
観
光
や
産
業
、
物
流
、

防
災

な
ど
圏

域
を
超

え
た
さ
ら
な
る
広

域
連

携
の

必
要

性
が

示
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。


今

回
の

合
同

協
議

会
に
て
、
両

圏
域

の
広

域
連

携
の

方
向

性
を
示

し
た
「
北

陸
圏

・
中

部
圏

広
域

地
方

計
画

合
同

協
議

会
報

告
書

」
に
つ
い
て
構

成
員

よ
り
了

解
を
得

た
。

中
経

連
三

田
会

長
ご
挨

拶
北

経
連

久
和

会
長

ご
発

言

1
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  平 成 ２７年 ８月 １４日 閣 議 決 定  国 土 形 成 計 画 （全 国 計 画 ） 

 

   第３部  計画の効果的推進及び広域地方計画の策定・推進  

    第２章 広域地方計画の策定・推進  

     第２節  広域地方計画の基本的考え方 

     （２）広域ブロック間の連携及び相互調整  

 

 各 広 域 ブロックにおける取 組 に加 えて、ブロック相 互 やブロックの境 界 にまたがる複

数 都 道 府 県 等 の間 での連 携 及 び相 互 調 整 を進 める必 要 がある。 

 特 に、北 陸 ・中 部 の両 圏 域 及 び中 国 ・四 国 の両 圏 域 については、交 通 基 盤 整 備

の進 展 等 により日 本 海 から太 平 洋 にわたる地 域 の一 体 感 が強 まりつつあるとともに、

国 際 観 光 ルートの構 築 を始 め、産 業 、物 流 、防 災 、瀬 戸 内 海 における国 土 の保 全 、

管 理 の一 体 的 推 進 等 の共 通 の課 題 を有 していることから、引 き続 き、日 本 海 から太

平 洋 にわたる発 展 の全 体 構 想 等 について合 同 して検 討 することが求 められる。また、

首 都 圏 のうち北 関 東 ３県 と隣 接 する福 島 県 及 び新 潟 県 の磐 越 ２県 は、これまでもブ

ロックを超 える広 域 連 携 の取 組 を通 じて、交 通 基 盤 整 備 の進 展 等 を活 かした地 域 の

自 立 的 発 展 を推 進 している地 域 であることから、引 き続 き分 科 会 の活 用 等 により当

該 地 域 の特 性 に応 じた発 展 構 想 等 を描 くことが求 められる。 

(以下、省略 ) 

 

 

 

全国計画を基本として策定する全国８ブロック毎の地域戦略

合

同

協
議
会

合

同

協
議
会

合

同
協
議
会

合

同
協
議
会

九州圏

東北圏

首都圏

中部圏

北陸圏

近畿圏
四国圏

中国圏

＜分科会＞

広域地方計画

北海道北海道

（平成27年度中に策定予定）

（北海道、沖縄県は、それぞれ北海道総合開発計画
及び沖縄振興計画を策定）

沖縄県沖縄県

2



資料１

北陸圏・中部圏広域地方計画合同協議会設置要綱

（趣旨等）
第１ 北陸圏及び中部圏(以下「両圏域」という。)の広域地方計画の策定に際し、両

圏域の共通課題や日本海から太平洋にわたる連携した取組等（以下「取組等」とい
う。）を協議するため、北陸圏・中部圏広域地方計画合同協議会（以下「合同協議
会」という。）を設置する。

２ 合同協議会は、協議した結果を「北陸圏・中部圏広域地方計画合同協議会報告書
(以下「合同報告書」という。)」として取りまとめる。

（構成員及び組織）
第２ 合同協議会は、別表に掲げる両圏域の広域地方計画協議会の構成員で構成し、

取組等の協議に際し、関係を有する者をオブザーバーとして参加させることができ
る。

２ 合同協議会は、その円滑な運営を補助するため、「幹事会」及びその下部組織と
して「ワーキンググループ会議」を設ける。

（会長）
第３ 合同協議会の会長は、北陸圏広域地方計画協議会会長及び中部圏広域地方計画

協議会会長とする。
２ 合同協議会の議事を行う会長は、当該合同協議会の開催地の広域地方計画協議会

の会長とする。ただし、会長間の協議により議事を行う会長を定める場合にあって
は、この限りではない。

（協議過程の透明性の確保）
第４ 会議については、公開とする。ただし、公開することが適切でないと合同協議

会が決定した場合は、非公開とすることができる。
２ 会議に提出された資料(以下「資料」という。)及び議事概要は、公開する。ただ

し公開することが適切でないと合同協議会が決定した資料は非公開とすることがで
きる。

３ 資料及び議事概要の公開は、会議後速やかに行う。

（報告書の尊重）
第５ 両圏域の広域地方計画協議会は、各々の広域地方計画の協議に当たっては、合

同報告書の趣旨を十分に踏まえるものとする。

（庶務）
第６ 合同協議会の庶務は、北陸圏広域地方計画推進室及び中部圏広域地方計画推進

室において処理する。

附 則
（施行期日等）
第１ この設置要綱は、平成20年７月31日から施行する。
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【別 表】

機 関 名 等 構 成 員 名 称 備 考

新潟県知事

富山県知事

石川県知事

福井県知事

長野県知事

岐阜県知事

静岡県知事

愛知県知事

三重県知事

滋賀県知事

京都府知事

政令市 静岡市長

政令市 浜松市長

政令市 名古屋市長

警察庁 関東管区警察局長

警察庁 中部管区警察局長
総務省 信越総合通信局長
総務省 北陸総合通信局長
総務省 東海総合通信局長
財務省 関東財務局長
財務省 北陸財務局長
財務省 東海財務局長

厚生労働省 関東信越厚生局長

厚生労働省 東海北陸厚生局長

厚生労働省 近畿厚生局長

農林水産省 関東農政局長

農林水産省 北陸農政局長

農林水産省 東海農政局長

農林水産省 関東森林管理局長

農林水産省 中部森林管理局長

農林水産省 近畿中国森林管理局長

経済産業省 関東経済産業局長

経済産業省 中部経済産業局長

経済産業省 近畿経済産業局長

国土交通省整備局 関東地方整備局長

国土交通省整備局 北陸地方整備局長

国土交通省整備局 中部地方整備局長

国土交通省整備局 近畿地方整備局長

国土交通省運輸局 北陸信越運輸局長

国土交通省運輸局 中部運輸局長

国土交通省航空局 東京航空局長

国土交通省航空局 大阪航空局長
海上保安庁 第三管区海上保安本部長
海上保安庁 第四管区海上保安本部長
海上保安庁 第八管区海上保安本部長
海上保安庁 第九管区海上保安本部長
環境省 関東地方環境事務所長
環境省 中部地方環境事務所長
経済連合会 北陸経済連合会会長
経済連合会 中部経済連合会会長
商工会議所連合会 東海商工会議所連合会会長

富山県商工会議所連合会会長
石川県商工会議所連合会会頭
福井県商工会議所連合会会頭
長野県商工会議所連合会会長
静岡県商工会議所連合会会長

全国市長会 全国市長会東海市長会会長
全国町村会 全国町村会東海四県町村会代表者
市長会・町村会 富山県市長会長

富山県町村会長
石川県市長会長
石川県町長会長
福井県市長会長
福井県町村会長

オブザーバー 神奈川県知事
オブザーバー 山梨県知事

北陸圏・中部圏合同協議会構成員
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北
陸

圏
・
中

部
圏

広
域

地
方

計
画

合
同

協
議

会
報

告
書

平
成

2
7
年

1
1
月

3
0
日

北
陸
圏
・中

部
圏
広
域
地
方
計
画
合
同
協
議
会
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目
次

１
．
北

陸
圏

・
中

部
圏

の
広

域
連

携
に
係

る
「
北

陸
圏

・
中

部
圏

広
域

地
方

計
画

合
同

協
議

会
報

告
書

」
に
つ
い
て

1

２
．
環

日
本

海
・
環

太
平

洋
に
拓

か
れ

た
一

体
的

な
圏

域
形

成
の

高
ま
り

1

３
．
産

業
連

携
3

４
．
観

光
連

携
5

５
．
防

災
連

携
7

６
．
環

境
連

携
9

７
．
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体

制
1
1

８
．
今

後
の

広
域

地
方

計
画

策
定

に
係

る
作

業
方

針
1
1
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１
．

北
陸

圏
・

中
部

圏
の

広
域

連
携

に
係

る
「

北
陸

圏
・

中
部

圏
広

域
地

方
計

画
合

同
協

議
会

報
告

書
」

に
つ

い
て

平
成

2
7
年

８
月

閣
議

決
定

の
「

新
た

な
国

土
形

成
計

画
（

全
国

計
画

）
」

で
は

、
都

市
・

地
域

間
や

圏
域

間
、

ま
た

世
界

と
の

対
流

促
進

、
広

域
連

携
に

よ
る

国
土

形
成

の
方

向
性

が
示

さ
れ

た
。

そ
の

中
で

、
北

陸
圏

・
中

部
圏

は
、

交
通

基
盤

整
備

の
進

展
に

よ
り

日
本

海
か

ら
太

平
洋

に
わ

た
り

地
域

の
一

体
感

が
強

ま
り

つ
つ

あ
り

、
観

光
や

産
業

、
物

流
、

防
災

な
ど

圏
域

を
超

え
た

さ
ら

な
る

広
域

連
携

の
必

要
性

が
示

さ
れ

た
と

こ
ろ

で
あ

る
。

本
合

同
報

告
書

は
、

北
陸

圏
・

中
部

圏
を

結
ぶ

高
速

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

整
備

の
進

展
な

ど
を

踏
ま

え
た

、
今

後
の

広
域

連
携

の
方

向
性

な
ど

に
つ

い
て

示
す

も
の

で
あ

る
。

２
．

環
日

本
海

・
環

太
平

洋
に

拓
か

れ
た

一
体

的
な

圏
域

形
成

の
高

ま
り

北
陸

圏
・

中
部

圏
は

、
東

海
道

新
幹

線
や

東
名

・
名

神
高

速
道

路
、

中
央

自
動

車
道

、
整

備
が

進
む

新
東

名
・

新
名

神
高

速
道

路
や

中
部

縦
貫

自
動

車
道

、
北

陸
自

動
車

道
、

北
陸

新
幹

線
な

ど
が

東
西

方
向

に
そ

れ
ぞ

れ
基

軸
を

成
し

、
そ

れ
ら

を
南

北
方

向
に

東
海

北
陸

自
動

車
道

や
上

信
越

自
動

車
道

な
ど

が
ラ

ダ
ー

状
に

結
び

、
空

港
、

港
湾

と
連

携
し

た
高

速
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

が
進

展
し

て
い

る
。

両
圏

域
で

は
、

こ
れ

ら
の

整
備

が
進

む
高

速
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
な

ど
を

活
か

し
た

地
域

整
備

に
取

り
組

み
、

我
が

国
経

済
を

牽
引

す
る

圏
域

と
し

て
発

展
し

て
き

た
。

そ
の

よ
う

な
中

で
、

2
0
0
8
年

の
中

部
圏

と
北

陸
圏

を
最

短
で

結
ぶ

東
海

北
陸

自
動

車
道

の
全

線
開

通
は

、
両

圏
域

の
つ

な
が

り
を

一
層

強
化

し
、

産
業

や
観

光
な

ど
中

部
国

際
空

港
や

名
古

屋
港

、
四

日
市

港
、

伏
木

富
山

港
な

ど
を

海
外

と
の

ゲ
ー

ト
ウ

ェ
イ

に
、

北
陸

圏
・

中
部

圏
が

環
日

本
海

・
環

太
平

洋
に

拓
か

れ
た

拠
点

性
を

高
め

つ
つ

あ
る

。

ま
た

、
南

海
ト

ラ
フ

地
震

な
ど

の
大

規
模

自
然

災
害

に
備

え
た

、
日

本
海

・
太

平
洋

２
面

活
用

型
の

国
土

や
、

自
然

環
境

の
保

全
・

再
生

な
ど

、
安

全
・

安
心

で
環

境
と

共
生

し
た

国
土

基
盤

の
構

築
な

ど
、

北
陸

圏
・

中
部

圏
の

広
域

連
携

に
対

す
る

必
要

性
が

高
ま

り
つ

つ
あ

る
。

1

8



北
陸

新
幹
線

環
日
本
海
・
環

太
平
洋
に
拓
か
れ
た
一
体
的
な
圏
域
形
成
の
高
ま
り

リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線

中
部
国
際
空
港
株
式
会
社
提
供

名
古
屋
港
管
理
組
合
提
供

新
東

名
高
速
道
路

名
古

屋
港

中
部

国
際
空
港

伏
木

富
山
港

交
通

基
盤

整
備
の
進

展
に
よ
り
強
ま
り
つ
つ
あ
る
北

陸
圏

・
中

部
圏

の
一

体
感

両
圏

は
高

速
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
活

か
し
た
地

域
整

備
に
取

り
組

み
、
産

業
や

観
光

な
ど
の

分
野

で
我

が
国

経
済

を
牽

引
し
て
き
た

ま
た
、
防

災
や

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生
な
ど
、
安

全
・
安

心
で
環

境
と
共

生
し
た
国

土
基

盤
の

構
築

の
た
め
に
北

陸
圏

・
中

部
圏

の
広

域
連

携
に
対

す
る
必

要
性

が
高
ま
り
つ
つ
あ
る

2
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３
．

産
業

連
携

＜
現

状
＞

次
世

代
自

動
車

を
は

じ
め

最
先

端
の

高
度

な
も

の
づ

く
り

産
業

が
集

積
す

る
中

部
圏

と
、

高
機

能
新

素
材

産
業

や
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス
産

業
な

ど
に

特
徴

を
有

す
る

北
陸

圏
に

お
い

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
特

徴
的

な
産

業
集

積
や

強
み

を
活

か
し

た
広

域
的

な
産

業
連

携
の

取
組

が
始

ま
っ

て
い

る
。

中
で

も
炭

素
繊

維
複

合
材

分
野

で
は

、
産

学
官

の
連

携
に

よ
り

、
中

部
圏

と
北

陸
圏

が
持

つ
人

や
情

報
（

シ
ー

ズ
や

ニ
ー

ズ
）

の
往

来
を

活
発

化
し

、
研

究
開

発
か

ら
生

産
・

加
工

・
組

立
ま

で
を

行
う

世
界

に
冠

た
る

一
大

拠
点

・
産

業
集

積
を

形
成

す
る

、
東

海
・

北
陸

連
携

コ
ン

ポ
ジ

ッ
ト

ハ
イ

ウ
ェ

イ
構

想
が

進
め

ら
れ

て
お

り
、

成
長

産
業

と
し

て
期

待
さ

れ
る

次
世

代
自

動
車

産
業

や
航

空
宇

宙
産

業
な

ど
に

お
い

て
、

大
き

な
取

組
成

果
が

期
待

さ
れ

る
。

＜
方

向
性

＞
環

日
本

海
・

環
太

平
洋

に
拓

か
れ

た
我

が
国

の
一

大
産

業
拠

点

北
陸

圏
・

中
部

圏
の

そ
れ

ぞ
れ

の
圏

域
が

持
つ

産
業

特
性

や
強

み
を

活
か

し
、

太
平

洋
か

ら
日

本
海

に
至

る
広

域
で

多
様

な
産

業
ク

ラ
ス

タ
ー

を
形

成
し

、
も

の
づ

く
り

を
支

え
る

高
速

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

な
ど

を
活

か
し

て
、

シ
ー

ム
レ

ス
な

国
際

物
流

環
境

を
創

出
し

生
産

性
向

上
に

大
き

く
貢

献
す

る
。

東
海

・
北

陸
連

携
コ

ン
ポ

ジ
ッ

ト
ハ

イ
ウ

ェ
イ

構
想

を
基

軸
に

北
陸

圏
・

中
部

圏
の

産
産

・
産

学
連

携
の

一
層

の
推

進
を

図
る

と
と

も
に

、
北

陸
圏

の
強

み
で

あ
る

医
薬

品
・

医
療

機
器

等
の

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

産
業

と
中

部
圏

の
も

の
づ

く
り

産
業

と
の

医
工

連
携

の
促

進
を

図
る

こ
と

で
、

次
世

代
自

動
車

産
業

や
航

空
宇

宙
産

業
、

ヘ
ル

ス
ケ

ア
産

業
な

ど
我

が
国

経
済

を
牽

引
し

成
長

エ
ン

ジ
ン

の
一

翼
を

担
う

環
日

本
海

・
環

太
平

洋
に

拓
か

れ
た

我
が

国
の

一
大

産
業

拠
点

を
目

指
す

。

一
方

、
北

陸
圏

・
中

部
圏

を
発

着
し

、
東

京
圏

・
関

西
圏

の
国

際
空

港
を

経
由

す
る

国
際

航
空

貨
物

需
要

の
中

部
国

際
空

港
・

小
松

空
港

へ
の

取
り

込
み

を
積

極
的

に
図

り
、

国
際

航
空

貨
物

物
流

の
効

率
化

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
陸

送
に

係
る

時
間

・
コ

ス
ト

短
縮

等
を

実
現

す
る

こ
と

で
、

両
圏

域
の

産
業

発
展

を
支

援
す

る
。

3
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環
日

本
海

・
環

太
平

洋
に
拓

か
れ

た
我

が
国

の
一

大
産

業
拠

点

日
本

経
済

を
牽

引
す
る
「
も
の

づ
く
り
中

部
」

●
製

造
品
出
荷
額
は
全

国
の
約
1
/
4

●
日

本
の
ト
ッ
プ
企

業
の
本

社
・生

産
拠
点
が
集
積
。

●
港

湾
（
空

港
）
、
新

東
名

・
新

名
神

・
東

海
環

状
な
ど
に
合
わ
せ

た
工

場
立

地
が
進
捗
。

多
様

な
産

業
が

集
積

す
る
北

陸
圏

●
製
造
品
出
荷
額
の
多
い
都
市
が
連
節

●
多

数
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
トッ

プ
企
業
が
立
地

■
製

造
品

出
荷

額
の

多
い
都

市
の

連
接

■
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業

10
0選

に
選
ば
れ
た
企
業
の
割
合

（
出

典
）
経

済
産

業
省

工
業

統
計

（
平

成
2
4
年

）

（
出
典
）
経
済
産
業
省
記
者
発
表
資
料

（
平
成

2
6
年

3
月
1
7
日

）

北
米

航
路

な
ど

グ
ロ

ー
バ

ル
に

つ
な

ぐ
環

太
平

洋
物

流
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

三
重

県
・岐

阜
県
医
療
福
祉

機
器

等
開
発
連
携
事
業

フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

北
陸

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

次
世

代
自

動
車

開
発

・
製
造

拠
点

FC
V

(M
IR

A
I)

B
78

7型
機
材

の
輸
送

（
ド
リ
ー
ム
リ
フ
タ
ー
）

新
型

喉
頭
鏡

炭
素

繊
維
複
合
素
材

北
陸
圏
・
中
部
圏
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
特
性
・
強
み
を
活
か
し
、
我
が
国
経
済
を
牽
引
し
成
長
エ
ン
ジ
ン
の
一

翼
を
担
う
環
太
平
洋
・
環
日
本
海
に
拓
か
れ
た
我
が
国
の
一
大
産
業
拠
点
を
目
指
す
。

ユ
ー

ラ
シ

ア
・
ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
を

取
り

込
む

環
日

本
海

物
流

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

広
域

で
多

様
な

産
業

ク
ラ

ス
タ

ー
が

形
成

さ
れ

、
シ

ー
ム

レ
ス

な
国

際
物

流
環

境
が

整
備

さ
れ

た
環

日
本

海
・

環
太

平
洋

に
拓

か
れ

た
一

大
産

業
拠

点
を

形
成

チ
ッ
プ
型

ナ
ノ
バ

イ
オ
計

測
シ
ス
テ
ム

（
出
典
）
（
一
般
）
北
陸
産
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
H
P

（
写
真
提
供
）
東
レ
株
式
会
社

4

北
陸
・
中
部

２
２
％

「
グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
企
業
」
と
は

・
比
較
的
小
規
模
な
分
野
に
特
化
す
る
こ
と

に
よ
り
、
国
際
市
場
で
競
争
優
位
を
確
保
し

て
い
る
超
優
良
企
業

H
27

.1
1.

11
M

R
J初

飛
行

（
写
真
提
供
）
三
菱
航
空
機

ア
ジ

ア
N
o
1
航

空
宇

宙
産

業
ク

ラ
ス

タ
ー

形
成

特
区

東
海

・
北

陸
コ

ン
ポ

ジ
ッ

ト
ハ

イ
ウ

ェ
イ

を
基

軸
に

航
空

宇
宙

産
業

・
次

世
代

自
動

車
産

業
等

の
広

域
産

業
ク

ラ
ス

タ
ー

形
成

東
海

北
陸

自
動

車
道

・
中

部
縦

貫
自

動
車

道
等

の
整

備
に

伴
う

シ
ー

ム
レ

ス
な

物
流

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

北
陸

圏
の

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

産
業

と
中

部
圏

の
も

の
づ

く
り

産
業

が
融

合
し

た
ヘ

ル
ス

ケ
ア

産
業

ク
ラ

ス
タ

ー
形

成

1
1



４
．

観
光

連
携

＜
現

状
＞

中
部

北
陸

９
県

に
跨

が
る

昇
龍

道
エ

リ
ア

で
は

、
先

進
的

な
取

組
と

し
て

2
0
1
2
年

か
ら

中
部

９
県

の
自

治
体

、
経

済
団

体
、

観
光

関
係

団
体

等
の

産
官

が
連

携
し

、
訪

日
外

国
人

旅
行

者
の

増
加

を
図

る
た

め
に

「
昇

龍
道

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
を

立
ち

上
げ

、
一

貫
し

た
海

外
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

及
び

観
光

力
と

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
強

化
に

取
り

組
み

、
昇

龍
道

エ
リ

ア
の

外
国

人
延

べ
宿

泊
者

数
は

、
2
0
1
1
年

(
H
2
3
)
か

ら
2
0
1
4
年

(
H
2
6
)
に

か
け

て
約

2
.
5
倍

に
増

加
す

る
な

ど
成

果
が

現
れ

て
い

る
。

さ
ら

に
、

2
0
1
5
年

６
月

に
は

、
国

土
交

通
大

臣
か

ら
広

域
観

光
周

遊
ル

ー
ト

形
成

計
画

の
一

つ
と

し
て

「
昇

龍
道

」
が

認
定

を
受

け
、

こ
れ

ま
で

以
上

に
広

域
的

に
連

携
し

、
急

増
す

る
訪

日
外

国
人

旅
行

者
に

対
す

る
受

入
環

境
の

整
備

や
昇

龍
道

エ
リ

ア
に

お
け

る
消

費
拡

大
を

図
っ

て
い

く
こ

と
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

＜
方

向
性

＞
北

陸
圏

・
中

部
圏

に
拡

が
る

広
域

観
光

交
流

圏

広
域

観
光

周
遊

ル
ー

ト
形

成
計

画
の

一
つ

で
あ

る
「

昇
龍

道
」

に
お

い
て

、
北

陸
圏

・
中

部
圏

の
有

す
る

自
然

や
歴

史
、

文
化

、
産

業
、

食
等

の
多

種
多

様
な

観
光

資
源

を
活

か
し

た
複

数
の

重
点

ル
ー

ト
を

設
定

し
、

テ
ー

マ
性

・
ス

ト
ー

リ
ー

性
の

あ
る

広
域

観
光

ル
ー

ト
の

形
成

を
積

極
的

に
推

進
し

、
昇

龍
道

エ
リ

ア
の

更
な

る
魅

力
向

上
を

図
る

。

ま
た

、
エ

リ
ア

内
の

空
港

、
主

要
タ

ー
ミ

ナ
ル

駅
・

バ
ス

停
、

道
路

案
内

標
識

、
主

要
観

光
施

設
、

宿
泊

施
設

、
飲

食
店

な
ど

に
お

い
て

、
無

料
公

衆
無

線
Ｌ

Ａ
Ｎ

の
整

備
や

多
言

語
対

応
の

わ
か

り
や

す
い

案
内

表
示

に
よ

る
統

一
性

・
連

続
性

の
確

保
を

進
め

る
と

と
も

に
、

複
数

交
通

機
関

が
連

携
し

た
周

遊
き

っ
ぷ

の
設

定
な

ど
、

訪
日

外
国

人
旅

行
者

の
受

入
環

境
水

準
の

向
上

を
図

る
。

さ
ら

に
、

海
外

の
市

場
別

旅
行

形
態

や
タ

ー
ゲ

ッ
ト

な
ど

の
分

析
を

進
め

、
効

果
的

な
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
展

開
す

る
と

と
も

に
、

消
費

税
免

税
店

舗
数

の
増

加
を

促
進

し
、

昇
龍

道
エ

リ
ア

に
お

け
る

訪
日

外
国

人
の

消
費

拡
大

を
図

る
。

5
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9

リ
ニ

ア
中

央
新

幹
線

伊 豆 縦 貫 自 動 車 道

神
奈

川
県
駅

北
陸
圏
・中

部
圏
で
は
、
産
官
が
連
携
し
た
昇
龍
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トに

取
り
組
み
、
外
国
人
宿
泊
者
数
が
2
.5
倍
に
増
加
（H

2
3
→
H
2
6
）

今
後
は
昇
龍
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
トの

一
層
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
や
北
陸
新
幹
線
な
ど
の
高
速
交
通
ネ
ッ
トワ

ー
ク
を
活
か
し
、
地
域
資
源
を
ス
ト
ー
リ
ー
性
や
テ
ー
マ
性
を
持
っ
た
重

層
的
な
ネ
ッ
トワ

ー
ク
で
繋
ぐ
こ
と
で
、
北
陸
圏
・中

部
圏
に
拡
が
る
広
域
周
遊
観
光
交
流
圏
を
形
成
す
る

北
陸

圏
・
中

部
圏

に
広

が
る
広

域
観

光
交

流
圏

出
典
：
名
古
屋
城
公
式
Ｈ
Ｐ

名
古

屋
城

お
も
て
な
し
武

将
隊

出
典

：
名

古
屋

城
お
も
て
な
し
武

将
隊

Ｈ
Ｐ

丸
岡

城

出
典
：
福
井
県
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ

兼
六

園

関
鍛

治
伝

承
館

徳
山

ダ
ム

イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム

楽
器

博
物

館
出
典
：
静
岡
県
観
光
協
会

ト
ヨ
タ
博

物
館

出
典
：
ト
ヨ
タ
博
物
館
Ｈ
Ｐ

岡
崎

城
出
典
：
岡
崎
城
Ｈ
Ｐ

塩
の

道
信

州
街

道

出
典
：飛

騨
里
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
公
式
Ｈ
Ｐ

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

飛
騨

里
山

サ
イ
ク
リ
ン
グ

立
山

・
黒

部

上
高

地

ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

御
嶽

山
高

地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

世
界

遺
産

白
川

郷

高
山

祭

世
界

遺
産

富
士

山

伊
豆

ジ
オ
パ

ー
ク

寄
港
回
数
4
→

1
4
(2
0
1
1
→
2
0
1
4
)大

幅
増

富
士

山
ツ
ア
ー
や
買

い
物

を
満

喫

■
ク
ル
ー
ズ
観
光
で
賑
わ
う
清
水
港

出
典
：2

0
1
5
.1
0
.3
読
売
新
聞

「中
国
客
2
0
0
0
人
、
ク
ル
ー
ズ
船
が
清
水
港
に
入
港
」

■
新

た
な
広

域
観

光
周

遊
ル
ー
ト
の
形

成

山
岳
、
サ
ム
ラ
イ
、
も
の
づ
く
り
な
ど
を

テ
ー
マ
と
し
た
広
域
観
光
周
遊
ル
ー
ト

➣
昇
龍
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
外
国
人
宿
泊
者
数
の
伸
展
）

【
地

域
資

源
、
観

光
ル
ー
ト
（
例

）
】

：
広

域
観

光
拠

点
地

区

：
主

要
広

域
観

光
ル
ー
ト

（出
典
：「
昇
龍
道
」形

成
計
画
（H

2
7
.6
.1
2
国
土
交
通
大
臣
認
定
））

：
将

来
の
高

速
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充

を
活

か
し
た
広

域
観

光
ル
ー
ト
の
例

伏
木

富
山
港

出
典
：
金
沢
市
Ｈ
Ｐ

中
部

縦
貫

自
動

車
道

名
古

屋
港

四
日

市
港

清
水

港

長
野

県
駅

新
名

神

岐
阜

県
駅

中
部

国
際

空
港 四
日

市
港

ﾅ
ｲ
ﾄｸ

ﾙ
ｰ
ｽ
ﾞ

輪
島
・
七
尾

富
山
湾
沿
岸

金
沢

福
井

敦
賀

比
叡
山

長
浜
・
彦
根

近
江
八
幡

木
曽
谷

東
美
濃

豊
田
・
蒲
郡 浜

松
・
浜
名
湖

静
岡

伊
豆

富
士
山
南
麓

飛
騨
高
山立

山
・
黒
部

白
馬

バ
レ
ー

白
川
郷

五
箇
山

名
古

屋
駅

長
野

駅

富
山

駅

金
沢

駅

浜
松

駅

静
岡

駅

諏
訪

上
伊
那

松
本

養
老

公
園

出
典
：
関
市
観
光
協
会
Ｈ
Ｐ

➣
昇

龍
道

・
多

様
な
ル
ー
ト
設

定

丸
山

千
枚

田

地
歌

舞
伎

世
界

遺
産

韮
山

反
射

炉

富
士

山
静
岡
空
港

富
山

空
港

松
本

空
港

小
松

空
港

名
古

屋
空
港 産

業
観
光

6

金
箔

工
芸

出
典
：
金
沢
市
Ｈ
Ｐ

輪
島

の
朝

市

出
典
：
石
川
県
観
光
連
盟

出
典
：
福
井
県
観
光
連
盟

東
尋

坊

武
将
観
光

大
垣

関
ヶ
原

岐
阜

清
流
長
良
川

中 部 横 断 自 動 車 道

山
梨

県
駅

1
7
8
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0
0
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2
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3
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4
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5
0
0

6
0
0

7
0
0

H
2
3
年

H
2
4
年

H
2
5
年

H
2
6
年

H
2
9
年

（
万

人
泊

）

H
2
9
年

海
女

漁

サ
ミ
ッ
ト
開
催

世
界

遺
産

熊
野

古
道

忍
者
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５
．

防
災

連
携

＜
現

状
＞

東
日

本
大

震
災

で
は

、
国

土
の

強
靱

性
を

確
保

す
る

上
で

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
多

重
性

・
代

替
性

の
確

保
を

図
り

つ
つ

、
日

本
海

・
太

平
洋

両
面

を
活

用
す

る
こ

と
の

重
要

性
が

再
認

識
さ

れ
、

南
海

ト
ラ

フ
地

震
に

備
え

た
、

北
陸

圏
・

中
部

圏
が

連
携

し
た

日
本

海
・

太
平

洋
２

面
活

用
型

国
土

形
成

が
求

め
ら

れ
る

。

ま
た

、
切

迫
す

る
首

都
直

下
地

震
に

備
え

て
、

首
都

圏
機

能
を

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

す
る

強
靱

な
国

土
を

形
成

す
る

た
め

に
も

、
北

陸
圏

・
中

部
圏

の
広

域
連

携
に

よ
る

北
陸

圏
・

中
部

圏
の

防
災

力
強

化
が

期
待

さ
れ

る
。

＜
方

向
性

＞
日

本
海

・
太

平
洋

２
面

活
用

型
の

安
全

安
心

な
国

土

切
迫

す
る

南
海

ト
ラ

フ
地

震
や

首
都

直
下

地
震

な
ど

に
備

え
、

北
陸

圏
・

中
部

圏
が

東
西

・
南

北
に

二
重

・
三

重
に

多
重

性
・

代
替

性
を

確
保

し
た

広
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

や
広

域
連

携
支

援
体

制
を

構
築

・
強

化
す

る
こ

と
で

、
北

陸
圏

・
中

部
圏

が
相

互
に

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

を
図

る
日

本
海

・
太

平
洋

２
面

活
用

型
の

強
靱

な
国

土
を

構
築

す
る

。

ま
た

、
中

部
圏

・
北

陸
圏

が
防

災
力

を
強

化
す

る
こ

と
で

、
首

都
直

下
型

地
震

が
懸

念
さ

れ
る

首
都

圏
の

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

機
能

を
高

め
、

国
土

レ
ベ

ル
で

の
強

靱
な

北
陸

圏
・

中
部

圏
を

構
築

す
る

。

特
に

、
有

事
に

お
け

る
迅

速
な

対
応

は
、

平
時

か
ら

の
連

携
が

あ
っ

て
こ

そ
可

能
に

な
る

こ
と

か
ら

、
北

陸
圏

、
中

部
圏

で
国

際
貨

物
を

共
同

輸
送

す
る

た
め

の
取

り
組

み
を

進
め

る
等

、
平

時
か

ら
の

人
的

・
物

的
交

流
・

連
携

の
強

化
を

推
進

す
る

。

さ
ら

に
、

地
域

連
携

Ｂ
Ｃ

Ｐ
を

促
進

す
る

こ
と

で
、

企
業

単
独

で
は

限
界

が
あ

る
防

災
力

の
強

化
や

事
業

継
続

力
の

向
上

を
図

り
、

有
事

に
お

い
て

も
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
が

途
絶

す
る

こ
と

な
く

、
事

業
を

継
続

す
る

こ
と

が
で

き
る

強
靱

な
生

産
体

制
の

構
築

を
図

る
。

7
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南
海
トラ

フ
地
震
な
ど
に
備
え
、
両
圏
が
代
替
性
を
確
保
し
た
広
域
ネ
ッ
トワ

ー
ク
や
広
域
連
携
支
援
体
制
を
構
築
・強

化
す
る
こ
と
で
、
日
本
海
・太

平
洋
２
面
活
用

型
の
強

靱
な
国
土

を
構
築

す
る

両
圏

が
防

災
力

を
強

化
す
る
こ
と
で
、
首
都

直
下
型
地
震
が
懸
念
さ
れ
る
首
都
圏
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能
を
高
め
、
国
土
レ
ベ
ル
で
の
強

靱
な
圏

域
を
構

築
す
る

日
本

海
・
太

平
洋

２
面

活
用

型
の

安
全

安
心

な
国

土

8

■
首

都
直

下
地

震
及

び
南

海
ト
ラ
フ
地

震
に
対

応
し
た
代

替
輸

送
訓

練
（
北

陸
地

方
整

備
局

・
北

陸
信

越
運

輸
局

）

グ
ル
ー
プ
討
議
状
況

訓
練
状
況

■
大

規
模

災
害

に
直

面
す
る
国

土
（
2
0
1
4年

か
ら
30
年
間

に
震

度
６
弱

以
上

の
揺
れ

に
見

舞
わ
れ

る
確

率
の

分
布
）

■
日

本
海

・
太

平
洋

２
面

活
用

型
国

土
の
形

成
■

T
E
C
-
F
O
R
C
E
活

動
状

況
（
平

成
2
6
年

8
月

豪
雨

災
害

（
広

島
県

）
）

TE
C‐
FO

RC
E、

消
防

、
警

察
、
自

衛
隊

と
の

合
同

現
地

調
査

■
南

海
ト
ラ
フ
地

震
に
備

え
た

「
広

域
連

携
防

災
訓

練
」

自
衛
隊
に
よ
る
TE
C‐
FO

RC
Eの

輸
送
訓
練

■
人
命
救
助
の
た
め
の

救
援

・
救

護
ル
ー
ト
確

保
へ
向

け
た
ス
テ
ッ
プ

（
中

部
版

く
し
の
歯

作
戦

）

1
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６
．

環
境

連
携

＜
現

状
＞

北
陸

圏
・

中
部

圏
は

、
日

本
の

屋
根

と
も

い
わ

れ
、

太
平

洋
・

日
本

海
を

分
け

る
3
,
0
0
0
ｍ

超
の

中
部

山
岳

な
ど

が
中

央
に

そ
び

え
、

そ
こ

を
分

水
嶺

に
太

平
洋

、
日

本
海

に
流

れ
込

む
地

形
を

形
成

し
て

い
る

。

温
暖

で
日

照
時

間
の

長
い

太
平

洋
沿

岸
域

、
全

域
が

豪
雪

地
帯

で
降

積
雪

量
が

多
い

日
本

海
沿

岸
域

と
、

自
然

環
境

は
明

確
な

違
い

が
あ

る
が

、
両

圏
域

に
跨

が
る

水
源

域
で

あ
る

山
岳

部
は

、
ラ

イ
チ

ョ
ウ

を
は

じ
め

貴
重

な
野

生
動

植
物

が
生

息
・

生
育

し
、

豊
富

な
水

資
源

が
も

た
ら

す
水

循
環

を
維

持
し

て
き

た
が

、
農

林
業

の
衰

退
な

ど
産

業
構

造
の

変
化

に
よ

る
森

林
の

荒
廃

、
都

市
域

の
拡

大
な

ど
に

よ
り

、
そ

の
健

全
性

が
損

な
わ

れ
つ

つ
あ

る
な

ど
共

通
な

課
題

を
有

し
て

お
り

、
双

方
が

連
携

を
持

っ
た

山
岳

部
に

お
け

る
自

然
環

境
の

保
全

へ
の

取
組

が
一

層
求

め
ら

れ
て

い
る

。

＜
方

向
性

＞
多

様
で

豊
か

な
生

態
系

や
自

然
環

境
と

共
生

し
た

国
土

北
陸

圏
か

ら
中

部
圏

に
跨

が
る

中
部

山
岳

地
域

や
白

山
地

域
な

ど
に

お
い

て
、

ラ
イ

チ
ョ

ウ
や

高
山

植
物

な
ど

希
少

な
野

生
動

植
物

や
白

川
郷

・
五

箇
山

の
合

掌
づ

く
り

集
落

な
ど

の
優

れ
た

文
化

的
・

自
然

的
景

観
な

ど
、

両
圏

域
に

跨
が

る
山

岳
地

域
に

お
い

て
こ

れ
ま

で
育

ま
れ

て
き

た
豊

か
な

生
物

多
様

性
や

森
林

生
態

系
を

保
全

・
再

生
す

る
取

組
を

強
化

し
、

環
境

と
共

生
し

た
北

陸
圏

・
中

部
圏

を
構

築
す

る
。

9
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立
山
連
峰
や
北
ア
ル
プ
ス
に

生
息
す
る
ラ
イ
チ
ョ
ウ

【
出

典
】
「
第

一
期

ラ
イ
チ
ョ
ウ

保
護

増
殖

事
業

実
施

計
画

」
（
環

境
省

長
野

自
然

環
境

事
務

所
）

ニ
リ
ン
ソ
ウ
（
上

高
地

）
ク
ル
マ
ユ
リ
（
立
山
）

※
白

山
・
奥

美
濃

管
理

ユ
ニ
ッ
ト

多
様

で
豊

か
な
生

態
系

や
自

然
環

境
と
共

生
し
た
国

土

北
陸
圏
・
中
部
圏
に
跨
が
る
中
部
山
岳
地
域
で
育
ま
れ
て
き
た
生
物
多
様
性
・
森
林
生
態
系
を
保
全
・
再

生
し
、
環
境
と
共
生
し
た
北
陸
・
中
部
圏
を
構
築
す
る

両
圏

域
に

跨
が

る
中

部
山

岳
地

域
に

お
け

る
希

少
な

野
生

動
植

物
や

優
れ

た
文

化
的

・
自

然
的

景
観

の
保

全
・再

生
に

係
る

広
域

的
な

取
組

を
一

層
推

進
す

る
。

保
護

増
殖

事
業

を
行

っ
て
い
る
種

●
中

部
地

方
環

境
事

務
所

で
は
、
特

に
保

全
が
必

要
な
希

少
種

３
種

の
保

護
増

殖
事
業
に
取
り
組
む

ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ

ヤ
シ
ャ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ

イ
タ
セ
ン
パ

ラ

石
川

県
･福

井
県

･兵
庫

県
･京

都
府

の
一

部
地

域
に
生
息

福
井

県
・
岐

阜
県

境
の

夜
叉
池
の
み
に
生
息

濃
尾

平
野

・
富

山
平

野
・

大
阪

平
野

の
一

部
地

域
に

生
息

（
出
典
）
中
部
環
境
事
務
所
H
P

10

環
白
山
保
護
利

用
管
理
協

会
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ド
ン
グ
リ
の
会

木
曽

三
川
流
域

自
治
体
サ
ミ
ッ
ト

揖
斐
川
水
源
地

ビ
ジ
ョ
ン

長
良
川
環
境

レ
ン
ジ
ャ
ー
協
会

か
し
も
・
白

川
流

域
連

合
協

議
会

白
川

郷

立
山

乗
鞍

岳

白
山

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

1
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７
．

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
体

制

北
陸

圏
・

中
部

圏
の

連
携

の
実

現
に

向
け

、
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

体
制

を
確

立
す

る
。

体
制

は
、

北
陸

・
中

部
圏

広
域

地
方

計
画

合
同

協
議

会
設

置
要

綱
第

２
に

基
づ

く
、

「
幹

事
会

」
及

び
「

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
会

議
」

等
を

活
用

し
実

施
す

る
。

11

８
．

今
後

の
広

域
地

方
計

画
策

定
に

係
る

作
業

方
針

合
同

協
議

会
で

の
議

論
及

び
合

同
報

告
書

の
趣

旨
を

踏
ま

え
、

平
成

2
7
年

度
末

を
目

標
に

北
陸

圏
並

び
に

中
部

圏
の

各
広

域
地

方
計

画
の

と
り

ま
と

め
を

進
め

て
い

く
。
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